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■調査実施年度別推移

3.7 3.3 3.0 4.3 3.7 4.8 5.5 5.1 6.2 5.3 8.3 

0% 20% 40% 60% 80%

災害が少ない

気候など自然環境がよい

日常生活における交通の便がよい

買い物が便利

住環境・生活環境がよい

市外・県外への広域交通の便がよい

医療・福祉が充実

治安がよい

食べ物がおいしい

人情・人間関係がよい（友好的）

20% 40% 60% 80% 100%0%

（N=5,224）

（N=回答者数）

図書館、美術館、ホール等の
文化施設

歩きやすい歩道

映画館等の
アミューズメント施設

スーパー等の
日常生活品の買物施設

デパート等の大型商業施設

衣料、装飾品等を扱う専門店

飲食店（喫茶・カフェ）

駐車場

飲食店（レストラン等）

公園、緑地、イベント広場等の
緑やゆとりのある空間

（N=3,484）

0% 10% 20% 30%

住みたくない

3.7%

（N=5,224）

79.079.479.277.977.480.078.677.6
71.0

76.4
71.0

14.114.1
13.013.0

18.318.3
20.920.9

20.320.3
19.719.7
22.022.0
19.619.6

23.823.8
22.022.0

24.924.9
21.621.6

25.925.9
22.622.6
26.826.8
26.926.9

56.056.0
61.861.8

57.257.2
74.174.1

2.32.3

3.3

1.51.5

9.871.1    12.0

2.02.0

2.5

1.6

7.473.7

1.51.5

3.2

1.1

7.069.1

5.24.6

1.4

8.770.39.6

18.1

    12.9

1.91.9

5.2

1.5

9.470.1    11.9

令和元年度

平成29年度

平成27年度

平成25年度

平成23年度

無回答及び無効回答どちらとも思わない危険で常に不安を
感じる環境である

あまり安全ではなく、
不安を感じる
環境である

おおむね安全で、
安心して暮らせる
環境である

安全で安心して
暮らせる環境である

13.0

14.5

15.7

17.717.7

18.118.1

18.818.8

19.019.0

19.119.1

22.2

29.229.2

未来へ躍動するまちづくりに
あなたの声を
未来へ躍動するまちづくりに
あなたの声を
未来へ躍動するまちづくりに
あなたの声を
━ 令和元年度「市民意識調査」結果から ━

安全で安心して
暮らせる環境に
あると思いますか。

「公園、緑地、イベント広場等の緑や
ゆとりのある空間」が最多で約３割

QQ

「住みつづけたい」が
約８割

中心市街地で
充実すべき施設は
何だと思いますか。（複数回答）QQ

今後岡山市に住みつづけることについて
どのようにお考えですか。

住みつづけたいと
思われるのは
どのような理由からですか。
（複数回答）

QQ QQ

「安全で安心して暮らせる」「おおむね安全で
安心して暮らせる」と回答した人が約８割

「災害が少ない」「気候など自然環境が
よい」が５割以上だが前回より減少

※回答割合の高い項目から上位10位までを抜粋

※回答割合の高い項目から上位10位までを抜粋

令和元年度 （N=4,126）

平成29年度（N=4,163）

住みつづけたい

79.0%

無回答及び無効回答

1.1%
どちらともいえない

16.2%

岡山市への

定住性

魅力と
賑わいの
あるまち

安全 ・ 
安心な
地域づくり



（N=5,224）

無回答及び無効回答

何もしていない

近所で避難の声掛けを
するようにしている

防災メールや
防災アプリなどに登録している

近所の災害危険場所を
知っている

自宅に食糧などを備蓄している

避難先・行き方を考えている

0% 10% 20% 30% 40%
（N=5,224）

無回答及び無効回答
その他

パソコン
近所の声掛け

広報車
ラジオ

携帯電話・スマートフォン
テレビ

0% 20%10% 40%30% 60%50% 80%70% 90%

（N=5,224）

無回答及び無効回答

その他

自宅近くが浸水し始めるなど、
災害の発生を見たとき

自主防災組織や近所などから
声かけがあったとき

居住地への避難勧告・
避難指示（緊急）が出たとき

居住地への避難準備・
高齢者等避難開始が出たとき

気象警報が出たとき

0% 20%10% 40%30% 50%

2.9

27.427.4

8.18.1

23.3

27.327.3

31.0

37.237.2

1.91.9

1.91.9

8.58.5

8.68.6

9.79.7

14.914.9

79.279.2

82.882.8

2.6

3.6

18.018.0

16.816.8

47.647.6

15.415.4

6.76.7

「知っている」が 24.2％

「避難先・行き先を考えている」が最多で37.2%、
次いで「自宅に食糧などを備蓄している」が31.0%

「テレビ」
「携帯電話・スマートフォン」が約８割

「避難勧告・指示が出たとき」が47.6%
ただし、年代が上がるにつれ、「避難準備・高齢
者等避難開始が出たとき」の回答割合が増加し、
80歳代以上では１位

日ごろから
災害への備えをしていますか。（複数回答）QQ 避難勧告等の

防災情報は
どこから知りますか。（複数回答）QQ 防災

対策

災害発生の恐れがあるとき、
いつ避難を開始しますか。（複数回答）QQ

お住まいの町内会の、
自主防災組織について
知っていますか。QQ 自主防災組織に何を期待しますか。

（複数回答）QQ

（N=5,224）

無回答及び無効回答

3.2%
その他1.2%

知らない

55.7%

知っている15.0%

「知っている」24.2%

知っているが
参加していない 9.2%
知っているが、自分の町内に
あるかどうかわからない
10.8%

知らなかったが
今後は参加したい4.7%

「近隣同士の声掛け」が最多
次いで「高齢者等への避難する際の手助け」

無回答及び無効回答

その他

防災に関する研修

防災訓練の実施

地域の危険個所や避難所が
記載されたマップの作成

高齢者や体が不自由な方などが
避難する際の手助け

避難時の近隣同士の声掛け

0% 20%10% 40%30% 60%50%

3.8

3.0

10.7

15.815.8

43.4

49.7

60.4

（N=5,224）



（N=5,224）

無回答及び無効回答

その他

企業による文化芸術活動への支援

地域の団体による
文化芸術イベントの開催

著名な文化人等による講演会の開催

文化芸術に関する体験教室の開催

行政による文化芸術活動への支援

街角などの身近な空間での作品展示

公民館や学校などへ出前講座の実施

著名な作品の展覧会や
著名なアーティストの公演などの開催

（N=5,224）

無回答及び無効回答

その他

長時間残業の削減

両立支援制度を
利用しやすい環境づくり

保育施設や
介護施設・サービスなどの充実

職場の上司や同僚の理解

両立支援制度（育児・介護休業や
短時間勤務など）の充実

家族や配偶者の理解と協力

0% 20%10% 40%30% 60%50%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

（N=5,224）

20% 40% 60% 80%

（N=5,224）

20% 40% 60% 80% 100%

自転車や徒歩による通勤を
推奨する取組がある

地域や職場で、運動サークルがある

職場の中でも、
手軽に身体を動かす環境がある

身体を動かすことを学ぶ教室がある

身体を動かす機会（イベント等）がある

出歩こうと思える街並みがある

手軽に体を動かすことのできる
施設がある

散歩に適した歩道やサイクリングを
楽しめる自転車レーンなどがある

0%

0%

25.425.4

28.9

    47.3    47.3

17.717.7

18.9

19.0

21.5

9.1

4.9    

5.1          

2.5       

20.1

38.9

40.0

45.245.2

49.4

50.1

無回答及び無効回答

危険を感じることはあまりない

その他

二人乗りや傘差し運転など、
危険な乗り方をしている

信号無視をしている

交差点などで一時停止をしない

夜間にライトを付けていない

歩道でスピードを出して走行している

複数台で広がって歩道を走行している

スマートフォンを見たり、
イヤホンで音楽を聴いたりするなど、

ながら運転をしている

4.7

1.8

3.5

14.114.1

20.4

23.9

36.336.3

41.2

51.1

67.7

6.9

3.2

8.446.734.9

10.39.527.836.815.7

9.49.128.341.311.8

10.79.022.842.215.4

8.87.226.444.613.0

8.6

5.0

23.747.415.3

8.1

4.2

11.442.234.1

7.7

3.9

10.442.235.8

無回答及び無効回答必要ないあまり必要ないやや必要とても必要

男性も女性も仕事と
家庭を両立するために、
何が必要だと思いますか。
（複数回答）

QQ 女性が輝く
まちづくり

道路を歩く際、自転車に
対してどういったことに
危険を感じますか。
（複数回答）

QQ 自転車の
交通安全対策

文化芸術が
身近になるためには、
どのような取組が
必要だと思いますか。（複数回答）

QQ
身体を動かす習慣を
増やすためには、
どのような環境を整える
必要があると思いますか。

QQ
「手軽に体を動かすことのできる施設がある」
など３項目が７割を超える

「著名な作品展覧・アーティスト公演などの開催」
が最も高く47.3%

「家族や配偶者の理解と協力」が最多
次いで「両立支援制度の充実」「職場の上司や
同僚の理解」「保育施設や介護施設・サービス
などの充実」と続き、いずれも４割以上

「スマートフォンを見たり、イヤホンで音楽を
聴いたりするなど、ながら運転をしている」
「複数台で広がって歩道を走行している」の
２項目では5割を超える

17.2

健康
づくり

文化
・
芸術



無回答及び無効回答

その他

窓口の案内表示をわかりやすくする

インターネットなどから
申請などができるサービスを増やす

職員の接客能力の向上を図る

コンビニエンスストア、郵便局などで
扱えるサービスを増やす

申請書類や手続の簡略化を図る

（N=5,224）

7.1       

4.4 

26.8

31.0

34.234.2

45.1

60.1

（N=5,224）

無回答及び無効回答全くしていないあまりしていないできるだけしているいつもしている

エコマークのついたものを選ぶ

自転車や公共交通機関の
利用を心がける

繰り返し使えるビン・容器を
使っている商品を購入する

省エネ性能が高い製品や
再生可能エネルギー設備を利用する

スーパーなどでレジ袋をもらわない

エコドライブを心がける

紙類の無駄遣いはしない

電灯などのスイッチをこまめに消す

物品の購入は
必要なときに必要なだけにする

資源化物はリサイクルする

20% 40% 60% 80% 100%

（N=5,224）

0% 20% 40% 60%

0%

4.2
2.9

4.6
1.7

4.4
2.2

9.69.7

4.321.9

6.312.1

5.213.8

5.523.0

5.715.344.828.75.5

34.623.213.8

42.130.88.0

38.437.45.8

28.333.512.0

19.543.617.7

5.34.821.550.418.0

13.349.330.8

11.458.124.3

9.037.746.2無回答及び無効回答

8.2%

E S D：持続可能な開発のための教育
SDGs：持続可能な開発目標

両方とも知らない

70.8%

両方とも
知っている
6.5%

SDGsは
知っている
2.1%

ESDは知っている

12.3%

「ESD」を知っている人
18.8%

「SDGs」を知っている人
8.6%

行政窓口の充実を図るために、
取り組むべきことは何ですか。
（複数回答）

「申請書類や手続の簡略化を図る」が最多で60.1%、
 次いで

「コンビニ、郵便局などで扱えるサービスを増やす」が45.1%

QQ
１. 調査の目的
市政に関する市民の評価と意見要望を
幅広く把握し、その調査結果を今後の
市政運営に反映させるとともに、岡山
市の都市づくりを進める上での基礎資
料として活用することを目的に実施

２. 調査の対象
満18歳以上の市民10,000人を
住民基本台帳から無作為抽出

３. 調査方法
郵送による調査票の配布・回収

４. 調査期間
令和元年６月２４日～７月１９日

５. 回収結果
有効回答数５,２２４通
（有効回答率５２．２％）

調査の概要

令和元年度「岡山市市民意識調査」結果の一部を紹介しています。

岡山市政策局政策部政策企画課統計調査室   電話 086-803-1051 （直通）

インターネットで詳しい情報をご覧いただけます。

制作 岡山市市民意識調査

あなたはESD及びSDGs
という言葉を
知っていますか。

日常生活の中で環境づくりに
関する次のような行動を
していますか。QQ QQ

「資源化物はリサイクルする」
 など３項目は８割以上がしている

「ESD」を知っているが18.8%
「SDGｓ」を知っているが8.6%

行政窓口
の
充実

ESD
・

SDGS

環境
づくり


